
は
じ
め
に

天
正
二

0
年

文
武
両
道
に
優
れ
た
と
い
う
細
川
幽
斎
は
、
足
利
義
昭
・
織
田
信

長
・
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、
関
ヶ
原
の
合
戦
で
は
徳
川
家
康
に
与
し
、

江
戸
時
代
の
熊
本
藩
藩
主
細
川
家
の
基
を
築
い
た
。
文
芸
面
で
は
『
百

人
一
首
抄
』
や
『
新
古
今
和
歌
集
聞
書
]
を
著
し
、
『
大
原
野
千
旬
』

な
ど
の
連
歌
作
品
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
も
っ
と
も
有
名
な
逸
話
は
、

関
ヶ
原
合
戦
の
時
、
古
今
伝
授
を
守
る
べ
く
田
辺
城
開
城
の
勅
命
が

下
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
天
皇
即
位
の
象
徴
の
古
今
伝
授
も
幽
斎
に

よ
っ
て
御
所
に
伝
わ
っ
た
。
家
集
に
は
『
衆
妙
集
』
他
が
あ
り
、
紀

行
に
『
九
州
道
の
記
』
『
東
国
陣
道
記
』
が
あ
る
。

紀
行
の
『
九
州
道
の
記
』
は
天
正
一
五
年
(
-
五
八
七
）
秀
吉
が

島
津
氏
を
攻
め
た
時
、
筑
前
の
箱
崎
の
陣
営
ま
で
伺
候
し
た
紀
行
で

あ
り
、
『
東
国
陣
道
記
』
は
天
正
一
八
年
(
-
五
九

O
)
同
じ
く
秀
吉

が
小
田
原
の
北
条
氏
を
攻
め
た
時
、
秀
吉
の
陣
営
に
馳
せ
参
じ
た
紀

行
で
あ
る
。
こ
の
時
、
い
ず
れ
も
幽
斎
は
す
で
に
家
督
を
嫡
男
忠
興

に
譲
っ
て
お
り
、
隠
居
の
身
で
あ
る
が
、
『
九
州
道
の
記
』
の
冒
頭
に
、

の
が

息
与
一
郎
・
同
玄
番
参
陣
の
う
へ
、
家
を
遁
れ
入
道
せ
し
身
な

れ
ば
、
供
奉
の
事
に
て
も
な
か
り
し
を
、
遥
か
な
る
御
陣
の
ほ

ど
を
、
い
た
づ
ら
に
在
国
も
そ
ら
お
そ
ろ
し
き
心
地
し
て
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、
暢
気
に
在
国
す
る
も
申
し
訳
な
い
と
秀
吉
の
陣
中

へ
参
上
す
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
陣
中
で
催
さ
れ
る
歌
会
や

連
歌
会
に
参
加
し
て
秀
吉
の
周
辺
を
飾
り
立
て
る
こ
と
が
役
目
で
あ

り
、
特
に
幽
斎
と
島
津
氏
の
親
密
な
関
係
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
秀

吉
の
意
向
に
応
じ
る
目
的
が
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
紀
行
『
九
州
道

の
記
』
「
東
国
陣
道
記
』
に
つ
い
て
は
、
森
正
人
・
鈴
木
元
氏
編
『
戦

塵
の
中
の
学
芸
ー
細
川
幽
斎
、
伝
統
と
知
の
継
承
者
ー
』
（
笠
間
書
院

平
成
22
年
）
掲
載
の
拙
稿
『
細
川
幽
斎
の
紀
行
ー
も
う
―
つ
の
紀
行

紹
介
へ
の
布
石
ー
』
で
論
じ
た
が
、
も
う
―
つ
の
紀
行
と
し
て
紹
介

し
よ
う
と
し
た
天
正
―

1
0
年
（
文
禄
元
年
一
五
九
二
）
の
幽
斎
の
肥

（
文
禄
元
年
）
の
細
川
朔
斎

ー
豊
臣
政
権
下
の
文
芸
の
一
特
徴

鶴

崎

裕

雄
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天
正
二

0
年
(
-
五
九
二
）
は
年
末
の
ニ
―
月
八
日
に
改
元
し

て
「
文
禄
」
、
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
、
文
禄
の
役
の
年
で
あ
る
。
幽
斎
は

五
八
歳
、
秀
吉
の
本
陣
名
護
屋
城
に
出
向
き
、
島
津
氏
領
鹿
児
島
ま

で
足
を
伸
ば
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
年
の
幽
斎
の
詠
歌
は
「
衆
妙
集
」
を
は
じ
め
「
幽
斎
公
御
和

歌
集
」
「
幽
斎
玄
旨
集
」
「
玄
旨
様
御
歌
」
「
幽
斎
詠
歌
」
に
載
っ
て
お
り
、

こ
の
他
「
天
正
廿
年
玄
旨
詠
草
」
が
あ
る
。
右
の
六
つ
の
歌
集
よ
り

詞
書
を
摘
出
し
て
、
天
正
二

0
年
（
文
禄
元
年
）
ー
翌
文
禄
二
年
の

幽
斎
の
旅
の
行
程
を
追
跡
し
よ
う
。

こ
の
六
つ
の
歌
集
の
内
、
「
天
正
廿
年
玄
旨
詠
草
」
が
最
も
特
徴
的

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
他
の
歌
集
と
違
っ
て
、
天
正
二

0
年
（
文
禄

元
年
）
元
日
よ
り
九
月
二
七
日
ま
で
の
詩
歌
で
あ
る
。
詩
歌
と
い
っ

た
の
は
和
歌
だ
け
で
な
く
て
、
連
歌
の
句
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
さ

「
天
正
廿
年
玄
旨
詠
草
』
ほ
か
の

詞
書
に
見
る
幽
斎
の
行
程

前
名
護
屋

i
薩
摩
鹿
児
島
の
旅
行
は
紙
幅
の
都
合
で
扱
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
こ
の
名
護
屋
ー
鹿
児
島
旅
行
は
、
紀
行
が
書
か
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
幽
斎
の
歌
と
連
歌
（
発
句
）
の
詞
書
を
並
べ
て

わ
か
る
行
程
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
こ
に
改
め
て
天
正
二

0
年
の
幽
斎

の
旅
行
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

天
正
廿
年
玄
旨
詠
草

①
入
唐
御
沙
汰
有
し
年

衆
133
幽
174今172
玄
141

ら
に
和
漢
聯
句
ま
た
は
漢
和
聯
句
の
漢
句
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
が
他
の
五
つ
の
歌
集
と
全
く
違
っ
た
点
で
あ
る
。
連
歌
や
聯
句
は
、

所
望
に
応
じ
て
遣
わ
し
た
発
句
と
、
出
座
し
た
連
歌
張
行
に
は
発
句

・
脇
•
第
三
の
三
物
と
幽
斎
の
詠
ん
だ
付
け
句
と
そ
の
前
句
が
記
さ

れ
て
い
る
。
三
物
に
は
作
者
名
が
あ
っ
て
、
三
人
だ
け
で
は
あ
る
が
、

連
衆
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
歌
に
つ
い
て
は
、
熊
本
大
学
図
書

館
永
青
文
庫
蔵
「
玄
旨
公
御
連
歌
」
が
あ
り
、
中
村
幸
彦
氏
の
翻
刻

(
4
)
 

に
よ
る
「
翻
刻
玄
旨
公
御
連
歌
」
を
参
照
し
た
。

「
天
正
廿
年
玄
旨
詠
草
」
に
は
「
九
州
道
の
記
』
や
「
東
国
陣
道

記
」
の
よ
う
に
他
に
翻
刻
が
な
い
の
で
、
全
文
を
翻
刻
し
た
い
の
で

あ
る
が
、
今
回
は
①
ー
⑳
の
番
号
を
付
し
て
歌
•
発
句
・
連
歌
（
和

漢
ま
た
は
漢
和
聯
句
も
含
む
）
の
詞
書
を
書
き
上
げ
て
行
程
を
示
し

た
。
歌
の
詞
書
に
は
土
田
将
雄
氏
「
細
川
玄
旨
集
』
（
古
典
文
庫
475)

中
の
「
衆
妙
集
対
照
」
を
参
照
し
て
、
「
衆
妙
集
」

11
衆
・
「
幽
斎
公

御
和
歌
集
」

11
幽
・
「
幽
斎
玄
旨
集
」

11
今
（
蔵
書
の
今
治
市
河
野

記
念
文
化
館
に
よ
る
）
・
「
玄
旨
様
御
歌
」

11
玄
（
「
幽
斎
詠
歌
」
は

ほ
と
ん
ど
「
玄
旨
様
御
歌
」
と
同
じ
な
の
で
省
略
）
の
略
称
に
古
典

文
庫
の
歌
番
号
を
記
し
、
他
の
五
つ
の
歌
集
の
対
照
を
示
し
た
。
連

歌
（
和
漢
ま
た
は
漢
和
聯
句
）
の
詞
書
に
は
三
物
の
作
者
名
を
添
え
た
。

元
日
試
筆
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②
発
句
と
し
と
い
ひ
て
春
も
む
か
へ
し
こ
と
し
哉

③
所
労
祈
祷
の
連
歌
の
発
句
と
て
疋
田
右
近
所
望
に

④

九

日

例

年

会

始

に

紹

巴

・

玄

旨

・

白

⑤

正

月

廿

二

日

入

唐

餞

別

と

て

興

行

玄

旨

．

昌

叱

・

紹

巴

⑥
廿
日
成
田
氏
長
興
行
懐
旧
連
歌
紹
巴
・
氏
長
・
（
幽
斎
）

（
こ
の
連
歌
の
終
わ
り
あ
た
り
に
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ

コ
ピ
ー
に

と

ヅ

メ

ウ

ン

デ

イ

パ

ウ

ニ

⑦
は
「
開
き
不
良
」
と
あ
る
。
次
の
「
蹄
倦
馬
噺
レ
北
＼
あ
ら
れ
よ

力

り

こ
き
る
山
も
と
の
蒐
」
以
下
は
別
の
和
漢
ま
た
は
漢
和
聯
句
の
途

中
で
あ
る
）
。

⑧
出
羽
よ
り
上
洛
之
人
あ
る
比
、
西
国
御
出
陣
御
供
奉
に
出
立
と
て

申

送

け

る

衆

652
玄
171

⑨
一
之
斎
親
父
宗
禅
柑
三
年
に
な
り
侍
れ
は
名
日
四
月
廿
八
日
懐
旧
之
連
歌

す
へ
き
よ
し
あ
り
て
所
望
な
り
、
松
倉
よ
り
か
き
て
を
く
り
侍
り

⑩
十
一
日
安
来
よ
り
白
方
へ
ま
か
り
け
る
道
に
、
て
ま
の
関
と
い
ふ

所
あ
り
。
名
寄
に
は
手
間
と
云
た
り
と
覚
侍
り
。
此
関
の
上
に
天

神
の
宮
寺
あ
り
。
さ
て
は
天
満
の
関
に
て
有
へ
し
と
覚
て

衆
821
玄
172

⑪
十
三
日
大
庭
の
御
神
い
さ
な
き
、
い
さ
な
み
な
り
と
聞
及
し
ま
、
‘

白

方

よ

り

参

て

見

物

せ

し

次

に

衆

653
玄
173

⑫
か
へ
る
さ
に
八
重
か
き
の
明
神
見
物
せ
し
に
、
在
所
を
は
佐
草

の
間
と
い
ひ
け
る
社
頭
の
奥
に
八
重
か
き
、
榊
に
て
め
く
り
を
か

こ
ひ
杉
二
も
と
あ
り
。
昔
は
大
木
有
け
る
か
、
こ
ろ
ひ
て
後
う
せ

衆
654
玄
174

へ
き
た
る
と
南

⑬
平
田
の
宿
の
亭
主
の
所
望
に

十
七
R

⑭
御
崎
明
神
見
物
に
ま
か
り
け
る
に
神
主
向
に
い
て
ら
れ
て
対
面

し
け
る
に
、
神
前
に
聯
田
の
有
け
る
を
、
こ
れ
三
国
の
初
の
田
地

成
と
物
語
有
て
、
の
ち
発
句
所
望
に

⑮
銀
山
慈
恩
寺
所
望
に

⑯
湯
津
宝
塔
院
興
行
嘉

i

（
幽
斎
）
・
日
慈
・
周
貞

⑰
浜
田
安
岡
左
衛
門
所
望
に

⑱
廿
五
日
益
田
へ
舟
を
よ
せ
て
、
則
、
高
津
人
丸
御
影
堂
尋
て
ま

か
り
お
か
み
奉
て
旅
宿
に
か
へ
り
て
、
暁
か
た
に
思
ひ
よ
り
け
る

此

歌

後

御

影

堂

に

奉

納

し

侍

り

玄

223
臼
320

五
月
―
一
日

⑲
長
州
豊
田
に
と
ま
り
け
る
時
、
た
ら
い
と
い
ふ
所
、
先
年
下
向

衆303
幽

201

i

て一

し
侍
り
け
る
時
、
狂
歌
を
読
侍
り
け
る
間
、
重

今
199
玄
176

（
幽
斎
）
・
由
己
・
玄
圃

惟
杏
・
玄
旨
・
由
己

玄
圃
・
玄
旨
・
西
笑

杉
・
道
阿
・
玄
旨

⑳
於
由
己
興
行
五
月
廿
五
日

五
u
カー

⑪
五
月
十
七
日

⑫
直
江
城
州
興
行
六
月
―
―
一
日

⑬
山
岡
八
郎
左
衛
門
興
行
六
月
十
四
日

⑳
山
中
橘
内
所
望
に
、
六
月

⑮
七
月
廿
一
日
浄
光
明
寺
時
宗
寺

⑳
八
月
朔
日
珠
長
興
行

（
幽
斎
）
．
其
阿
・
珠
長

（
幽
斎
）
・
珠
長
・
其
阿
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⑰
琉
球
国
使
僧
に
く
し
て
思
徳
と
い
ふ
わ
ら
は
へ
上
り
侍
り
け
る
に
、

い
さ
、
か
の
事
に
つ
き
て
、
さ
つ
ま
に
と
、
め
ら
る
へ
き
由
有
け

れ
と
も
、
申
な
た
め
無
異
儀
帰
国
之
刻
、
建
善
寺
の
も
と
へ
読
て

つ

か

は

し

け

る

衆

6

3

4

幽

202
今201玄173

鹿
児
島
の
東

⑳
よ
し
野
山
ち
か
き
わ
た
り
に
、
な
つ
み
の
瀧
と
い
ふ
所
あ
り
、

見

に

ま

か

り

て

衆

6

3

5

幽

2

0

4

今

202
玄179

⑳

九

月

廿

七

日

興

行

（

幽

斎

）

・

珠

長

・

性

賢

以
上
が
「
天
正
廿
年
玄
旨
詠
草
」
に
見
え
る
歌
・
連
歌
の
詞
書
で

あ
る
。
内
訳
は
、
歌
①
⑧
⑩
⑪
⑫
⑱
⑲
⑰
⑳
の
九
、
発
旬
②
③
⑨
⑬

⑭
⑮
⑰
⑭
の
八
、
連
歌
（
和
漢
聯
句
ま
た
は
漢
和
聯
句
）
④
⑤
⑥
⑦

⑯
⑳
⑳
⑫
⑳
⑮
⑳
⑳
の
―
二
、
計
二
九
と
な
る
。

こ
の
後
、
幽
斎
は
鹿
児
島
で
越
年
し
て
、
文
禄
二
年
二
月
に
は
柳

川
ま
で
戻
り
、
そ
の
後
、
帰
国
し
た
模
様
で
あ
る
。
そ
の
間
の
歌
と

詞
書
が
「
衆
妙
集
」
「
幽
斎
公
御
和
歌
集
」
「
幽
斎
玄
旨
集
」
「
玄
旨
様

御
歌
」
「
幽
斎
詠
歌
」
に
見
え
る
。
口
の
番
号
に
し
て
「
天
正
廿
年
玄

旨
詠
草
」
と
区
別
す
る
。

⑳
霜
月
廿
八
日
、
日
向
国
し
ふ
し
と
い
ふ
所
近
き
わ
た
り
に
て
冬
枯

に

柿

の

残

け

る

を

み

て

衆

7

9

3

幽

2

0

5

今
203玄180

⑪
四
日
き
も
つ
き
よ
り
め
く
り
と
い
ふ
所
ま
て
つ
き
て
大
安
寺
に
と

ま

り

け

る

に

夕

月

夜

お

か

し

く

衆

6

4

3

玄

1

8

1

秀
吉
は
朝
鮮
出
兵
を
天
正
二

0
年
(
-
五
九
二
文
禄
元
年
）
―
―
―

月
と
し
て
前
年
よ
り
肥
前
名
護
屋
（
佐
賀
県
唐
津
市
鎮
西
町
）
に
本

営
基
地
と
な
る
壮
大
な
城
郭
の
構
築
を
命
じ
た
。
諸
大
名
も
大
掛
か

り
な
陣
屋
を
設
け
た
。
い
よ
い
よ
①
天
正
二

0
年
元
日
、
幽
斎
の
年

朝
鮮
出
兵
と
島
津
氏
を
め
ぐ
る
秀
吉
と
幽
斎

翌
文
禄
二
年
正
月

今
2
0
4
玄
182

図
肥
後
八
代
に
と
、
ま
り
け
る
日

警
183

⑲
同
国
し
ら
川
を
わ
た
り
て

困
ひ
れ
ふ
る
山
為
見
物
舟
に
て
罷
て

他
に
、
「
二
月
廿
五
日
於
東
福
寺
哲
長
老
詩
歌
興
行
」
「
五
月
朔

日
溝
江
大
炊
助
興
行
」
「
六
月
朔
日
法
橋
松
雲
炭
三
荷
送
れ
侍
し
に
」

「
八
月
十
九
日
奥
山
佐
州
へ
茶
之
湯
と
て
罷
り
け
る
に
」
「
九
月
四
日

佐
世
与
三
左
所
に
て
振
舞
に
て
」
な
ど
の
詞
書
が
あ
っ
て
「
八
月

十
九
日
月
次
式
日
相
延
九
月
十
九
日
一
遊
斎
興
行
っ
く
し
よ
り

帰
陣
に
て
出
座
」
と
あ
る
。
九
月
一
九
日
ま
で
に
九
州
よ
り
帰
陣
し

た
の
で
あ
る
が
、
ど
う
も
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、
詞
書
だ
け
を
記

し
て
お
く
。

衆
邸
幽
2
0
8
今
卵
玄
1
8
4

衆
638幽209
今
207玄185

池
を
見
物
し
て

薩
州
鹿
児
島
に
越
年
の
元
日
試
筆

衆
636幽
207
今

衆
134
幽206
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と
あ
る
。
天
下
は
朝
鮮
出
兵
へ
と
動
き
始
め
、
三
月
二
六
日
、
秀
吉

は
京
都
を
出
陣
し
て
、
名
護
屋
城
へ
と
向
か
っ
た
。
『
多
聞
院
日
記
』

三
月
二
七
日
条
に
、

昨
日
廿
六
日
、
太
閤
唐
入
出
陣
、
人
数
三
万
計
卜
、
キ
レ
イ
中

く
不
及
言
慮
云
々
、
金
銀
如
山
、
綾
織
物
事
尽
了
云
々
、
抑

始
末
何
可
成
行
哉
、

と
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
秀
吉
の
出
陣
は
翌
日
に
は
興
福
寺
多
聞
院

の
あ
る
奈
良
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
。

め
ん
こ
う
し
ゅ
う
ろ

<
h
2

以
下
「
天
正
廿
年
玄
旨
詠
草
」
や
「
史
料
綜
覧
』
『
綿
考
輯
録
』
な

ど
に
よ
っ
て
幽
斎
・
秀
吉
•
島
津
義
久
の
動
向
を
月
日
を
追
っ
て
眺

め
よ
う
。
な
お
『
天
正
廿
年
玄
旨
詠
草
』
他
の
詞
書
に
よ
る
幽
斎
の

行
程
は
〇
口
の
番
号
を
添
え
て
月
日
を
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
。

天
正
一
九
年
一

0
月
、
秀
吉
は
九
州
の
諸
大
名
に
名
護
屋
城
築
城

を
命
じ
た
。
―
二
月
二
八
日
、
秀
吉
は
養
子
秀
次
に
関
白
職
を
譲
り
、

「
太
閤
」
と
称
す
る
。

翌
年
、
天
正
二

0
年
正
月
五
日
秀
吉
は
諸
将
に
朝
鮮
出
兵
を
命
じ

た
。
⑤
正
月
二
二
日
幽
斎
は
昌
叱
・
紹
巴
ら
と
入
唐
餞
別
の
連
歌

を
張
行
。
三
月
」
一
日
、
島
津
義
弘
・
久
保
父
子
が
名
護
屋
に
出
陣
。

つ
ら
ん

頭
の
歌
に
、入

唐
御
沙
汰
有
し
年
元
日
試
筆

日
本
の
ひ
か
り
を
見
せ
て
遥
か
な
る
も
ろ
こ
し
ま
て
も
春
や
た

三
一
日
、
秀
吉
は
朝
鮮
出
兵
の
陣
立
て
を
定
め
、
諸
将
に
通
告
す
る
。

こ
の
え
の
ぷ
た
だ

二
六
日
、
い
よ
い
よ
秀
吉
の
京
都
出
陣
で
あ
る
。
近
衛
信
手
の
日
記

「
三
税
院
記
』
に
は
、
小
田
原
攻
め
の
出
陣
と
同
じ
く
、
後
陽
成
天
皇

自
ら
四
足
門
前
に
桟
敷
で
秀
吉
の
入
唐
を
見
送
っ
た
と
あ
る
。

ま
つ
ら
し
げ
の
ぷ

四
月
―
二
日
小
西
行
長
・
松
浦
鎮
信
ら
第
一
陣
、
朝
鮮
釜
山
に

入
港
。
⑩
こ
の
頃
幽
斎
は
安
来
（
島
根
県
安
来
市
）
辺
り
を
航
行
。

ニ
四
日
、
秀
吉
の
命
に
よ
り
細
川
忠
興
は
対
島
駐
屯
。
二
五
日
、
秀
吉
、

名
護
屋
城
に
着
陣
。
⑱
こ
の
日
幽
斎
、
益
田
に
着
き
、
高
津
人
麻
呂

御
影
堂
参
詣
゜
⑲
五
月
二
日
幽
斎
、
長
門
手
洗
（
下
関
市
豊
田
町
手

洗
）
に
到
着
。
五
月
三
日
、
小
西
行
長
・
加
藤
清
正
・
黒
田
長
政
ら

漢
城
入
城
。
島
津
義
弘
・
久
保
父
子
は
遅
参
し
て
釜
山
に
入
港
。
四
日
、

義
久
、
名
護
屋
に
参
候
。
⑳
二
五
日
以
前
幽
斎
、
名
護
屋
城
に
到
着
。

こ
の
日
大
村
由
己
ら
と
連
歌
を
張
行
す
る
。
六
月
二
日
、
秀
吉
は
徳

川
家
康
•
前
田
利
家
ら
の
諌
止
に
よ
り
朝
鮮
渡
航
を
延
引
す
る
。
三

日
、
秀
吉
の
命
に
よ
り
細
川
忠
興
は
対
島
よ
り
朝
鮮
に
渡
航
。

う
め
き
た
く
に
か
れ

六
月
一
五
日
、
島
津
家
臣
梅
北
国
兼
ら
肥
後
佐
敷
（
熊
本
県
葦
北

郡
芦
北
町
）
で
一
揆
（
梅
北
一
揆
）
を
挙
行
。
一
七
日
、
梅
北
一
揆

鎮
圧
。
秀
吉
は
幽
斎
と
義
久
を
「
仕
置
」
の
た
め
薩
摩
に
派
遣
し
、

義
久
は
七
月
五
日
に
鹿
児
島
着
、
幽
斎
も
四
日
後
の
七
月
九
日
に
鹿

児
島
に
到
着
し
た
。
一
八
日
、
秀
吉
の
命
に
よ
り
義
久
は
弟
歳
久
を

鹿
児
島
の
北
、
龍
ヶ
水
で
討
つ
。
⑮
ニ
ー
日
幽
斎
、
鹿
児
島
浄
光
明

寺
で
其
阿
・
珠
長
ら
と
連
歌
張
行
。
二
ニ
日
、
秀
吉
、
生
母
大
政
所
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危
篤
に
よ
り
帰
洛
。
こ
の
日
大
政
所
、
病
没
。
二
三
日
、
朝
鮮
二
王
子
、

加
藤
清
正
軍
に
投
降
。
こ
の
日
忠
興
、
京
城
に
入
城
。
⑳
八
月
一
日

幽
斎
、
珠
長
・
其
阿
ら
と
連
歌
張
行
。
六
日
京
都
大
徳
寺
に
て
大
政

所
天
瑞
院
の
葬
礼
。
⑳
九
月
二
七
日
幽
斎
、
珠
長
・
惟
賢
ら
と
連
歌

張
行
。
一

0
月
一
日
秀
吉
、
大
坂
よ
り
名
護
屋
城
に
向
か
い
、
一
―

1
0

日
秀
吉
、
神
谷
宗
湛
の
茶
会
に
出
る
（
宗
湛
日
記
）
。
次
い
で
名
護
屋

城
に
戻
る
。
⑲
一
ー
月
二
八
日
幽
斎
、
日
向
国
し
ふ
し
（
近
世
ま
で

日
向
国
諸
県
郡
、
明
治
以
降
鹿
児
島
県
曽
於
郡
、
現
在
鹿
児
島
県
志

布
志
市
）
滞
在
。
固

I

二
月
四
日
幽
斎
、
薩
摩
国
肝
付
（
鹿
児
島
県

肝
属
郡
肝
付
町
）
よ
り
廻
（
霧
島
市
福
山
町
）
の
大
安
寺
に
宿
泊
゜

―
二
月
八
日
、
文
禄
と
改
元
。
⑫
文
禄
二
年
正
月
元
日
幽
斎
、
鹿

児
島
に
て
越
年
し
、
元
日
試
筆
。
五
日
正
親
町
上
皇
崩
御
。
正
月
七

日
1
二
六
日
、
朝
鮮
軍
を
援
助
す
る
明
軍
、
平
城
・
開
城
を
奪
回
。

量
二
月
二
五
日
以
前
幽
斎
、
肥
後
国
八
代
・
白
川
よ
り
名
護
屋

に
帰
り
、
肥
前
国
松
浦
の
領
巾
振
山
（
唐
津
市
）
見
物
。

四
月
二
八
日
、
日
本
軍
、
明
の
偽
装
使
節
を
伴
い
漢
城
退
去
。
五

月
一
五
日
、
明
使
節
、
石
田
三
成
・
小
西
行
長
と
と
も
に
名
護
屋
に

到
着
。
二
三
日
、
秀
吉
、
明
使
節
に
謁
見
、
饗
応
す
る
。
七
月
二
二
日
、

小
西
行
長
ら
朝
鮮
二
王
子
を
送
還
す
る
。
八
月
三
日
、
淀
殿
、
男
子

（
秀
頼
）
を
出
産
。
二
五
日
、
秀
吉
、
名
護
屋
よ
り
大
坂
に
帰
着
。
九

月
一
九
日
以
前
幽
斎
、
京
都
（
ま
た
は
大
坂
）
に
帰
着
。

「
天
正
廿
年
玄
旨
詠
草
』

以
下
「
天
正
廿
年
玄
旨
詠
草
』

き
た
い
。

ほ
か
に
見
る
問
題
点
を
挙
げ
て
お

天
正
二

0
年
四
月
上
旬
頃
、
幽
斎
が
田
辺
城
を
出
て
日
本
海
沿
岸

を
名
護
屋
へ
と
向
か
っ
た
時
、
ま
さ
か
鹿
児
島
ま
で
行
っ
て
越
年
す

る
な
ど
、
ま
し
て
「
薩
摩
仕
置
」
な
ど
と
い
う
役
目
を
仰
せ
つ
か
る

な
ど
思
い
も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
幽
斎
が
名
護
屋
に
つ

い
て
一
ヶ
月
ほ
ど
し
て
梅
北
一
揆
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
天
正

一
五
年
の
『
九
州
道
の
記
』
の
よ
う
に
、
道
中
で
は
社
寺
に
参
詣
し
、

求
め
に
応
じ
て
発
句
を
詠
み
、
秀
吉
に
許
で
は
武
将
た
ち
と
連
歌
を

張
行
し
、
茶
会
を
楽
し
む
旅
で
あ
っ
た
。

た

ら

い

⑲
五
月
二
日
長
門
国
手
洗
で
は
「
先
年
下
向
し
侍
り
け
る
時
、
狂

歌
を
読
侍
り
け
る
間
、
重
て
」
と
し
て
「
星
の
影
う
つ
る
と
見
せ
て

く
る
、
夜
の
た
ら
い
の
水
に
と
ふ
ほ
た
る
か
な
」
の
歌
を
詠
む
。
星
・

螢
は
『
伊
勢
物
語
」
．
の
芦
屋
の
里
（
八
七
段
）
の
景
物
で
あ
る
。
「
先

年
下
向
し
侍
り
け
る
時
」
と
あ
る
の
は
天
正
一
五
年
『
九
州
道
の
記
」

で
、
陸
路
を
仙
崎
か
ら
下
関
へ
向
か
う
途
中
、
手
洗
（
下
関
市
豊
田
町
）

ま

め

で
昼
食
を
取
っ
た
時
、
家
来
た
ち
が
肉
刺
の
で
き
た
足
を
盟
に
入
れ

う
ま
だ
ら
ひ

て
洗
う
の
を
見
て
「
さ
し
入
れ
て
洗
へ
る
足
の
豆
を
多
み
馬
盟
と
や

人
の
見
る
ら
ん
」
と
い
う
狂
歌
を
詠
ん
だ
時
で
あ
る
。

こ
の
行
程
で
見
る
と
、
名
護
屋
城
に
は
五
月
中
旬
ま
で
に
は
着
い

ほ
か
に
見
る
問
題
点
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た
で
あ
ろ
う
。
⑳
五
月
二

0
日
大
村
由
己
主
催
の
和
漢
聯
旬
、
発
旬

は
幽
斎
の
「
五
月
雨
の
や
ま
が
せ
す
：
し
入
日
影
」
、
脇
は
由
己
の
「
開

窓
竹
色
新
」
で
あ
る
。
⑳
五
月
一
七
日
幽
斎
主
催
の
漢
和
聯
旬
、
発

i

マ
マ
｝

句
は
惟
杏
の
「
影
細
鵠
枚
月
」
、
脇
は
幽
斎
の
「
た
ち
は
な
の
か
ほ
る

雨
の
あ
さ
明
」
で
あ
る
。
こ
の
一
七
日
が
二

0
日
の
後
で
あ
る
の
は

お
か
し
い
が
、
「
十
」
の
縦
線
が
些
か
心
許
な
く
、
「
廿
」
の
字
を
「
十
」

と
書
き
損
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

⑫
六
月
三
日
直
江
城
州
興
行
と
あ
る
。
発
旬
は
玄
圃
の
「
館
涼
山

水
地
」
、
脇
は
玄
旨
（
幽
斎
）
の
「
し
け
る
木
の
ま
を
お
つ
る
瀧
水
」
、

第
一
二
は
西
笑
の
「
月
自
雨
過
色
」
。
直
江
城
州
は
越
後
の
戦
国
大
名
上

杉
景
勝
の
宰
相
直
江
兼
続
、
『
東
国
陣
道
記
』
中
、
帰
途
信
濃
国
木

曽
福
島
の
興
禅
寺
で
兼
続
の
聯
句
の
懐
紙
を
見
た
と
あ
る
。
兼
続
は

天
正
一
四
年
(
-
五
八
六
）
上
杉
景
勝
に
従
っ
て
上
洛
し
た
。
こ
の

時
、
幽
斎
を
は
じ
め
京
都
の
文
人
た
ち
と
交
渉
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
実
際
に
作
品
の
中
で
わ
か
る
の
は
天
正
一
六
年
五
月
八
日
の

漢
和
聯
旬
で
、
発
句
は
西
咲
の
「
新
竹
愛
風
静
」
、
脇
は
玄
旨
（
幽
斎
）

の
「
雨
の
名
残
の
露
の
涼
さ
」
、
第
三
が
兼
続
の
「
影
落
雲
間
月
」
で

あ
る
。
亭
主
が
脇
を
詠
む
の
で
幽
斎
主
催
の
聯
句
と
わ
か
る
。
西
咲

せ
い
し
と
う
し
ょ
う
た
い

は
西
笑
承
兌
、
京
都
相
国
寺
の
住
職
で
、
鹿
苑
院
主
と
な
っ
て
京
都

五
山
を
統
括
し
、
秀
吉
・
家
康
か
ら
信
頼
を
受
け
、
外
交
に
功
績
を

残
し
た
。
和
漢
ま
た
は
漢
和
聯
句
の
場
合
、
漢
句
は
菅
原
氏
の
公
家

や
禅
僧
が
詠
む
の
で
あ
る
が
、
直
江
兼
続
は
漢
詩
漢
文
を
得
意
と
し
、

そ
し
て

も
っ
ぱ
ら
漢
句
ば
か
り
を
詠
ん
で
い
る
。

⑬
六
月
一
四
日
山
岡
八
郎
左
衛
門
興
行
の
連
歌
。
発
句
の
作
者

「
杉
」
と
あ
る
の
は
連
歌
の
一
字
名
、
こ
の
当
時
杉
の
一
字
名
は

近
衛
信
手
で
あ
る
。
脇
の
道
阿
は
剃
髪
し
て
道
阿
弥
と
号
し
た
山
岡

八
郎
左
衛
門
景
友
、
信
長
・
秀
吉
・
家
康
に
仕
え
た
武
将
で
あ
る
。

⑭
同
六
月
発
句
を
贈
っ
た
山
中
橘
内
は
近
江
出
身
の
武
将
、
山
中

ろ
っ
か
く
し

t
う
て
い

長
俊
。
は
じ
め
六
角
承
禎
、
後
、
紫
田
勝
家
・
丹
羽
長
秀
に
仕
え
、

秀
吉
の
許
で
は
右
筆
を
勤
め
た
。
『
大
日
本
史
料
』
―
ニ
ー
五
慶
長

―
二
年
―
二
月
二
四
日
の
山
中
長
俊
卒
の
項
の
花
押
に
「
山
中
橘
内

長
俊
（
花
押
）
」
と
あ
る
。

名
護
屋
城
で
の
幽
斎
の
こ
う
し
た
連
歌
会
、
こ
の
他
に
も
神
谷
宗

湛
の
『
宗
湛
日
記
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
秀
吉
の
滞
在
す
る
名
護

屋
城
に
は
ま
さ
に
都
の
文
化
サ
ロ
ン
が
移
動
し
て
い
た
。
主
立
っ
た

大
名
た
ち
は
朝
鮮
半
島
に
出
陣
し
て
い
る
が
、
秀
吉
の
渡
海
と
と
も

に
出
陣
す
べ
く
待
機
す
る
山
岡
景
友
や
右
筆
の
山
中
長
俊
は
徒
然
に

茶
を
楽
し
み
、
連
歌
に
う
ち
興
じ
る
。

秀
吉
は
戦
を
文
化
で
飾
る
。
飾
る
こ
と
に
よ
っ
て
敵
を
威
嚇
し
、

周
囲
に
畏
敬
の
念
を
生
じ
さ
せ
る
。
天
正
一
三
年
(
-
五
八
五
）
の

紀
州
を
攻
め
て
根
来
寺
を
紅
蓮
の
火
に
包
み
、
太
田
城
の
水
攻
め
を

敢
行
し
た
時
、
都
か
ら
王
津
島
に
公
家
衆
を
招
い
て
遊
覧
と
歌
会
を

楽
し
ん
で
い
る
。
天
正
一
八
年
の
小
田
原
攻
め
に
は
淀
殿
が
下
向
し
、

利
休
た
ち
も
伺
候
し
て
い
る
。
名
護
屋
城
も
然
り
で
あ
る
。
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出
陣
の
た
め
に
名
護
屋
に
は
計
り
知
れ
な
い
富
が
も
た
ら
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
。
し
か
も
中
野
等
氏
は
「
「
唐
入
り
」
と
兵
姑
補
給
体
制
」

に
お
い
て
、
破
竹
の
勢
い
で
半
島
内
部
に
侵
略
し
、
漢
城
に
入
城
し

た
五
月
初
頭
、
朝
鮮
内
部
に
も
兵
根
は
潤
沢
に
あ
り
、
名
護
屋
や
対

島
に
は
朝
鮮
へ
輸
送
さ
れ
る
は
ず
の
兵
根
が
そ
の
ま
ま
留
め
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
の
豊
か
な
物
資
の
上
に
天
下
人
秀

吉
好
み
の
文
化
が
盛
況
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。

今
回
、
執
筆
に
あ
た
り
初
め
て
名
護
屋
城
跡
を
見
学
し
、
想
像
以

上
の
規
模
の
大
き
さ
に
驚
い
た
。
現
地
で
は
佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博

物
館
の
武
谷
和
彦
氏
よ
り
詳
し
い
案
内
と
説
明
を
受
け
た
。
秀
吉
の

本
城
を
取
り
囲
む
よ
う
に
諸
大
名
の
城
館
が
建
て
ら
れ
た
。
発
掘

は
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
。
本
城
の
東
の
福
島
正
則
の
館
跡
に
隣
り

合
っ
て
細
川
忠
興
の
館
跡
が
あ
り
、
そ
の
南
に
松
浦
鎮
信
の
館
跡
が

あ
る
。
名
護
屋
滞
在
中
、
幽
斎
は
こ
の
細
川
氏
の
館
に
起
居
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
短
期
間
で
諸
大
名
の
城
館
を
集
め
て
、
よ
く
も
こ
れ
ほ

ど
の
城
塞
を
築
い
た
も
の
だ
と
秀
吉
の
威
力
に
驚
く
。

こ
う
し
た
秀
吉
の
威
力
の
象
徴
た
る
名
護
屋
城
に
伝
わ
っ
た
大
事

件
が
梅
北
一
揆
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
島
津
氏
家
臣
梅
北
国
兼
・
東

郷
重
影
•
田
尻
荒
兵
衛
ら
が
、
朝
鮮
出
陣
の
途
中
、
肥
後
国
佐
敷
城

（
熊
本
県
葦
北
郡
芦
北
町
）
を
占
拠
し
た
一
揆
で
あ
る
。
六
月
一
五
日

に
起
こ
り
、
百
姓
を
も
巻
き
込
む
勢
い
を
示
し
た
が
、
二
日
後
、
国

兼
が
佐
敷
城
留
守
居
役
に
謀
殺
さ
れ
、
鎮
圧
さ
れ
た
。
秀
吉
は
事
後

処
理
の
た
め
名
護
屋
在
留
中
の
義
久
と
幽
斎
を
鹿
児
島
に
派
遣
し
た
。

事
件
関
係
者
の
梅
北
ら
一
族
は
死
罪
と
な
る
が
、
さ
ら
に
秀
吉
は
こ

の
事
件
の
背
後
に
義
久
の
弟
島
津
歳
久
が
あ
る
と
見
て
、
歳
久
誅
伐

を
命
じ
た
。
義
久
は
七
月
五
日
、
幽
斎
は
九
日
に
鹿
児
島
に
着
い
た
。

こ
の
後
を
追
う
よ
う
に
歳
久
の
殺
害
を
命
ず
る
秀
吉
の
朱
印
状
が
鹿

児
島
に
着
い
た
。
次
の
『
島
津
家
文
書
』
一
三
六
三
号
で
あ
る
。

l

島
津
義
久
｝

去
五
日
之
書
状
披
見
候
、
梅
北
一
類
、
其
方
無
下
着
已
前

二
、
生
捕
例
首
差
上
候
、
尤
思
召
候
、
猶
以
、
入
念
堅
可
申
付

｛
島
津
・
義
弘
―

候
、
随
而
、
先
年
其
国
へ
御
動
座
之
刻
、
其
方
兵
庫
頭
被
成
御

赦
免
候
処
、
家
道
院
事
、
対
上
意
慮
外
之
動
、
曲
事
二
被
思
召
候
、

其
刻
雖
可
被
加
御
誅
罰
候
、
其
方
兵
庫
頭
御
赦
免
之
上
者
、
不

被
及
是
非
候
つ
る
、
雖
然
、
最
前
重
畳
不
相
届
儀
候
条
、
従
京

都
も
可
被
仰
出
候
処
、
御
次
無
之
付
て
、
被
成
御
延
引
候
、
然
者
、

今
度
家
道
院
兵
庫
頭
与
高
麗
へ
罷
渡
候
者
、
其
身
之
儀
者
可
被

成
御
助
候
間
、
彼
家
中
之
者
、
悪
逆
之
棟
梁
可
有
之
候
条
、
十

人
も
廿
人
も
例
首
可
致
進
上
候
、
若
又
裔
麗
へ
不
罷
渡
、
此
方

ニ
於
在
之
者
、
彼
家
道
院
例
首
可
出
候
、
自
然
何
角
滞
二
付
て

者
、
被
差
遣
御
人
数
、
家
道
院
事
者
不
及
申
、
彼
在
所
隣
郷
共
二
、

悉
撫
切
二
可
被
仰
付
候
、
右
之
通
無
一
途
候
者
、
御
検
地
之
御

奉
行
被
遣
間
敷
候
、
得
其
意
急
度
可
相
究
候
、
猶
幽
斎
か
た
ヘ

被
仰
遣
候
也
、

七
月
十
日

秀
吉
朱
印
）

- 8 -



嶋
津
修
理
大
夫
入
道
と
の
ヘ

文
書
の
大
意
は
、
梅
北
一
揆
の
首
謀
者
は
生
け
捕
ら
れ
て
首
を
例

ね
ら
れ
た

C

先
年
（
天
正
一
五
年
）
祁
答
院
歳
久
は
秀
吉
に
矢
を
射

か
け
た
が
義
久
・
義
弘
と
同
じ
く
赦
免
し
た
。
と
こ
ろ
が
上
洛
も
し

な
い
も
し
朝
鮮
半
島
の
高
麗
へ
義
弘
と
一
緒
に
出
陣
し
て
お
れ
ば

良
い
が
、
在
国
で
あ
れ
ば
、
歳
久
だ
け
で
な
く
同
郷
の
者
は
撫
で
切

り
に
せ
よ
。
同
文
を
幽
斎
に
も
遣
わ
し
た
、
と
あ
る
。

歳
久
は
病
で
麻
痺
が
あ
っ
て
出
陣
で
き
ず
、
在
国
し
て
い
た
。
秀

吉
の
誅
伐
せ
よ
と
い
う
命
令
が
来
た
時
、
歳
久
は
鹿
児
島
に
お
り
、

家
臣
に
守
ら
れ
て
舟
に
乗
り
、
自
領
へ
逃
げ
よ
う
と
し
た
。
義
久
側

は
誅
伐
の
た
め
後
を
追
い
、
歳
久
一
行
は
鹿
児
島
の
北
、
鹿
児
島
湾

沿
岸
の
龍
ヶ
水
に
上
陸
し
た
。
こ
の
辺
り
は
二
万
三
千
年
前
に
起

あ

い

ら

こ
っ
た
鹿
児
島
湾
の
大
噴
火
の
姶
良
カ
ル
デ
ラ
が
そ
そ
り
立
っ
て

い
る
。
歳
久
は
海
岸
か
ら
急
斜
面
を
家
臣
に
支
え
ら
れ
て
逃
れ
た

が
、
遂
に
自
害
し
た
。
そ
れ
も
身
体
の
不
自
由
な
歳
久
は
家
臣
に
よ
っ

て
自
害
し
た
と
い
う
。
後
年
、
島
津
氏
に
よ
っ
て
そ
の
場
所
に
菩
提

を
弔
っ
て
心
岳
寺
が
建
立
さ
れ
、
明
治
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
、
平
松

神
社
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
社
殿
の
裏
に
歳
久
の
供
養
塔
が
あ
り
、

そ
の
傍
ら
に
歳
久
と
と
も
に
亡
く
な
っ
た
家
臣
の
墓
碑
が
二

0
基
ば

せ

い

さ

か
り
建
つ
。
側
に
「
晴
簑
め
が
玉
の
あ
り
か
を
人
問
は
ば
い
ざ
白
雲

の
末
も
知
ら
れ
ず
」
と
い
う
歳
久
の
辞
世
歌
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

晴
簑
は
歳
久
の
号
、
歳
久
の
魂
の
在
処
を
人
が
問
え
ば
白
雲
の
よ
う

に
行
く
末
も
知
ら
な
い
と
い
う
、
「
古
今
和
歌
集
」
の
小
野
菫
の
「
八
十

島
か
け
て
漕
ぎ
出
で
ぬ
と
人
に
は
告
よ
」
に
似
た
歌
で
あ
る
。

秀
吉
は
も
う
一
っ
、
島
津
領
に
お
け
る
太
閤
検
地
の
実
施
を
幽
斎

に
命
じ
た
。
前
の
朱
印
状
に
「
右
之
通
無
一
途
候
者
、
御
検
地
之
御

奉
行
被
遣
間
敷
候
」
と
あ
る
。
歳
久
の
処
罰
が
行
わ
れ
た
ら
太
閤
検

地
の
奉
行
を
遣
わ
そ
う
と
い
う
。
太
閤
検
地
は
全
国
の
諸
大
名
が
秀

吉
政
権
の
配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
一
方
、
太
閤
検
地
の

実
施
に
よ
っ
て
自
領
内
に
各
大
名
の
絶
対
権
力
が
樹
立
さ
れ
る
こ
と

で
も
あ
る
。
中
世
以
来
の
在
地
権
力
、
土
着
の
国
人
衆
を
秀
吉
の
統

一
政
権
の
力
を
借
り
て
排
除
す
る
の
で
あ
る
。
島
津
領
に
お
け
る
太

閤
検
地
は
幽
斎
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
幽
斎
の
検
地

は
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
注
9
に
挙
げ
た
諸
研
究
の
大
方

も
否
定
的
な
見
解
で
あ
る
。

し
か
し
「
衆
妙
集
」
や
「
玄
旨
様
御
歌
」
「
天
正
廿
年
玄
旨
詠
草
」

に
は
入
唐
の
こ
と
は
あ
る
が
、
歳
久
の
事
件
や
太
閤
検
地
な
ど
世
俗

の
事
柄
は
全
く
触
れ
ず
、
和
歌
と
連
歌
の
記
事
だ
け
で
あ
る
。
そ
の

島
津
領
で
の
詞
書
を
見
よ
う
。

⑮
七
月
ニ
ー
日
の
「
浄
光
明
寺
時
宗
寺
」
は
か
っ
て
鹿
児
島
最
大

の
時
宗
寺
院
。
現
在
の
南
洲
墓
地
の
場
所
に
あ
っ
た
。
文
治
二
年

（
―
-
八
六
）
島
津
忠
久
が
鎌
倉
よ
り
移
住
に
伴
っ
て
創
建
さ
れ
た
と

い
う
。
⑮
・
⑳
八
月
朔
日
の
其
阿
は
浄
光
明
寺
歴
代
住
持
の
阿
弥
号
。

浄
光
明
寺
は
明
治
二
年
の
廃
仏
毀
釈
と
明
治
一

0
年
の
西
南
戦
争
で
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壊
滅
し
、
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
時
宗
史
研
究
の
高
野
修

氏
は
こ
の
『
天
正
廿
年
玄
旨
詠
草
』
は
時
宗
史
に
と
っ
て
も
貴
重
な

史
料
で
あ
る
と
注
目
す
る
。
⑳
・
⑳
・
⑳
九
月
二
七
日
の
珠
長
は
島

津
氏
に
仕
え
た
薩
摩
の
連
歌
師
、
上
洛
し
、
三
条
西
公
条
や
紹
巴
に

学
ん
だ
（
木
藤
才
蔵
氏
「
増
補
改
訂
版
連
歌
史
論
考
』
明
治
書
院
）
。

⑳
の
惟
賢
は
不
明
で
あ
る
。

⑳
の
「
八
月
朔
日
珠
長
興
行
」
、
⑳
の
「
九
月
廿
七
日
興
行
」
に
挟

ま
れ
て
、
⑰
に
琉
球
国
使
僧
に
供
を
し
て
来
た
思
徳
と
い
う
童
の
歌

が
あ
る
。
何
か
の
事
情
が
あ
っ
て
薩
摩
に
留
め
置
か
れ
た
の
が
帰
国

す
る
こ
と
に
な
り
、
幽
斎
は
「
し
は
し
と
も
い
か
で
と
ど
め
む
親
と

子
の
辛
き
別
を
お
も
ひ
と
く
に
は
」
と
詠
ん
だ
。
「
お
も
ひ
と
く
」
即

ち
少
年
思
徳
の
名
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

も
う
一
っ
鹿
児
島
の
東
、
吉
野
の
菜
摘
の
滝
を
詠
ん
だ
歌
が
あ
る
。

「
こ
、
も
又
よ
し
野
に
ち
か
き
な
つ
み
川
な
か
れ
て
瀧
の
名
に
や
落

ら
ん
」
は
、
大
和
の
吉
野
に
も
あ
る
同
じ
名
の
菜
摘
の
滝
が
薩
摩
の

吉
野
に
も
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
藤
原
公
任
の
「
滝
の
音
は
絶
え

て
久
し
く
な
り
ぬ
れ
ど
名
こ
そ
流
れ
て
な
ほ
聞
こ
え
け
れ
」
を
思
わ

せ
る
。琉

球
の
童
の
歌
は
人
情
を
、
菜
摘
の
滝
の
歌
は
自
然
を
詠
む
。
詩

歌
の
基
本
と
な
る
人
情
と
自
然
、
こ
の
二
首
は
「
天
正
廿
年
玄
旨
詠

草
」
を
は
じ
め
、
「
衆
妙
集
」
や
「
玄
旨
様
御
歌
」
な
ど
、
本
稿
で
挙

げ
た
幽
斎
の
す
べ
て
の
歌
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
天
正
二

0
年
（
文

吉
野
の
菜
摘
の
滝
に
つ
い
て
は
、
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
一
一
一
国
の
藩

{lO
ー

な

つ

み

の

た

さ

撰
地
誌
『
三
国
名
勝
図
会
」
鹿
児
島
郡
に
、
「
夏
箕
瀑
布
府
城
の
北
、

坂
本
村
渓
間
に
あ
り
。
稲
荷
神
社
よ
り
北
の
方
、
山
を
隔
て
て
十
町

余
に
当
た
る
」
と
あ
っ
て
、
幽
斎
の
歌
を
引
く
。
私
も
菜
摘
の
滝
を

尋
ね
た
が
、
現
在
、
鹿
児
島
市
の
水
道
局
の
管
理
下
に
あ
っ
て
柵
に

囲
ま
れ
、
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ご
案
内
を
い
た
だ
い

た
地
元
の
上
町
の
歴
史
と
文
化
に
学
ぶ
会
の
肥
後
吉
郎
氏
か
ら
頂
載

し
た
の
が
左
に
掲
載
の
菜
摘
の
滝
の
写
真
で
あ
る
。

V↑
‘

ー

1
A

禄
元
年
）
の
後
半
の
幽
斎
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
詩
歌
で
は
な
か
ろ

、。

、つカ
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日
向
国
し
ふ
し
」
で
の
冬
枯
に
残
る
柿
の
歌
、
固
の
「
四
日
き
も
っ

き
よ
り
め
く
り
と
い
ふ
所
」
で
の
夕
月
夜
の
歌
が
あ
る
。

固
の
「
し
ふ
し
」
は
島
津
領
で
あ
っ
た
日
向
国
諸
方
郡
志
布
志
郷
、

明
治
以
降
、
鹿
児
島
県
に
属
し
、
現
在
、
鹿
児
島
県
志
布
志
市
で
あ

る
。
「
冬
か
れ
に
残
れ
る
柿
を
…
…
」
の
歌
が
『
衆
妙
集
』
所
収
の
「
東

国
陣
道
記
」
の
末
尾
に
載
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
固
の
「
四

日
」
は
―
二
月
四
日
か
。
こ
の
後
、
⑫
文
禄
二
年
正
月
鹿
児
島
で
の

元
日
試
筆
の
歌
が
続
く
。
「
き
も
つ
き
」
は
大
隅
国
、
現
在
の
肝
属

郡
肝
付
町
、
文
禄
四
年
(
-
五
九
五
）
九
月
二
九
日
の
秀
吉
朱
印
状

に
は
島
津
領
内
に
秀
吉
・
石
田
一
ー
一
成
・
幽
斎
の
蔵
入
地
が
記
さ
れ
て

お
り
、
幽
斎
の
蔵
入
地
は
肝
付
に
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
幽
斎
の
肝
付

訪
問
と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
め
く
り
」
は
大
隅
国
姶
良
郡

廻
、
現
在
の
霧
島
市
福
山
町
の
旧
名
で
あ
る
。
こ
の
後
、
文
禄
四
年

（
一
五
九
五
）
六
月
、
幽
斎
は
秀
吉
の
命
に
よ
り
再
度
鹿
児
島
に
下
向

し
、
太
閤
検
地
を
実
行
す
る
。
こ
の
時
、
幽
斎
は
秀
吉
の
朱
印
に
よ

り
肝
付
の
地
を
蔵
入
地
と
す
る
の
で
あ
る
。

今
知
ら
れ
て
い
る
幽
斎
の
紀
行
は
「
九
州
道
の
記
』
「
東
国
陣
道
記
」

の
二
作
品
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
幽
斎
の
紀
行
は
秀
吉
の

出
陣
に
随
従
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
秀
吉
政
権
に
結
び
つ
い
た
こ
と

が
幽
斎
の
紀
行
の
特
徴
で
あ
る
。
武
将
で
あ
る
と
と
も
に
文
人
・
文

学
者
で
あ
る
幽
斎
は
秀
吉
の
陣
中
に
お
い
て
歌
会
や
連
歌
会
を
取
り

持
っ
た
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
連
歌
師
と
は
一
線
を
画
し
た
で
あ
ろ
う
。

天
正
二

0
年
（
文
禄
元
年
）
秀
吉
の
名
護
屋
城
出
陣
に
も
幽
斎
は

随
従
し
た
。
こ
の
時
の
歌
や
連
歌
は
歌
集
や
連
歌
集
に
あ
る
。
こ
れ

ら
の
詞
書
を
並
べ
る
と
紀
行
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し

天
正
二

0
年
の
紀
行
は
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
幽
斎
は
紀
行
を

書
い
た
が
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
は
何
処
か
に
現
存
す
る
が

発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
、
幽
斎
は
書
こ
う
と

し
た
が
書
く
時
間
や
機
会
が
な
か
っ
た
。
ま
た
は
幽
斎
は
全
く
書
こ

う
と
し
な
か
っ
た
。
あ
れ
こ
れ
と
想
像
し
て
、
天
正
二

0
年
の
後
半
、

鹿
児
島
下
向
、
島
津
領
に
お
け
る
歳
久
処
罰
と
太
閤
検
地
の
実
施
が

幽
斎
に
大
き
く
伸
し
掛
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

天
正
一

0
年
以
降
、
幽
斎
は
武
将
で
は
な
い
。
特
に
天
正
一
五
年

の
島
津
攻
め
以
降
、
文
人
で
あ
る
と
と
も
に
秀
吉
政
権
に
と
っ
て
有

能
な
行
政
官
・
検
察
官
で
あ
っ
た
。
出
家
後
は
家
督
と
合
戦
を
忠
興

に
任
せ
、
秀
吉
と
他
の
大
名
間
、
特
に
島
津
氏
と
の
取
次
を
行
っ
て

い
る
。
島
津
領
に
お
け
る
幽
斎
の
太
閤
検
地
の
成
果
に
つ
い
て
、
否

定
的
な
見
解
が
多
い
が
、
秀
吉
の
当
時
、
当
事
者
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
評
し
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
。
秀
吉
は
案
外
満
足
し
て
い
た
か
も

知
れ
な
い
。
幽
斎
は
政
治
と
文
芸
を
巧
み
に
操
っ
た
行
政
官
で
あ
る
。

か
つ
て
武
将
で
あ
っ
た
幽
斎
は
、
今
や
文
人
と
行
政
官
と
い
う
双
頭

の
鷹
で
あ
っ
た
。

こ
の
後
、

幽
斎
が
実
戦
に
対
面
す
る
の
は
慶
長
五
年
(
-
六

0
0
)
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関
ヶ
原
の
合
戦
で
留
守
を
預
か
る
田
辺
城
を
西
軍
に
包
囲
さ
れ
て
籠

城
し
た
時
で
あ
る
。

(
1
)
「
衆
妙
集
」
は
土
田
将
雄
氏
編
『
衆
妙
集
』
古
典
文
庫

mに
よ
る
。

(
2
)

「
幽
斎
公
御
和
歌
集
」
（
永
青
文
庫
蔵
）
・
「
幽
斎
玄
旨
集
」
（
今

治
市
河
野
記
念
文
化
館
蔵
）
・
「
玄
旨
様
御
歌
」
（
永
青
文
庫
蔵
）

・
「
幽
斎
詠
歌
」
（
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書
館
蔵
）
は
土
田
将
雄

氏
編
『
細
川
玄
旨
集
』
古
典
文
庫
475
に
よ
る
。

(
3
)

「
天
正
廿
年
玄
旨
詠
草
」
は
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
コ

ピ
ー
に
よ
る
。
翻
刻
の
存
在
は
知
ら
な
い
。
熊
本
大
学
図
書
館

永
青
文
庫
蔵
(
-
―
―
赤
二

0
八
）
冊
子
本
は
、
漆
塗
り
の

桐
箱
、
縦
二
八
・
八

c
m、
横
ニ
ニ
・
八
c
m、
巾
三
•
四

c
m、
蓋

に
「
天
正
廿
年
細
川
玄
旨
詠
草
」
と
直
書
き
。
箱
内
に
「
古
筆

了
仲
（
花
押
）
」
貼
紙
に
「
本
山
彦
一
献
上
」
、
紺
地
に
金
の
刺

繍
の
峡
に
入
る
。
本
文
の
冊
子
は
縦
二
八
・
三

cm
、
横
ニ
ニ
・

三

cm
、
一
八
丁
。
裏
表
紙
の
裏
に
「
明
治
十
九
年
四
月
於
浪

花
皇
都
之
住
古
筆
了
仲
」
と
あ
る
。

(
4
)
中
村
幸
彦
氏
「
翻
刻
玄
旨
公
御
連
歌
」
九
州
大
学
「
文
学
研
究
j

60
昭
3
6
.
3

(
5
)
細
川
護
貞
氏
監
修
「
綿
考
輯
録
』
出
水
叢
書
l
汲
古
書
院
昭

注

3
 

6
 

(
6
)
拙
稿
「
直
江
兼
続
・
大
国
実
頼
兄
弟
と
寄
合
の
文
芸
ー
『
亀
岡

文
殊
堂
奉
納
詩
歌
百
首
』
の
歴
史
的
意
味
ー
」
『
直
江
兼
続
の
新

研
究
』
宮
帯
出
版
社
平
21

(
7
)
中
野
等
氏
「
「
唐
入
り
」
と
兵
姑
補
給
体
制
」
池
享
氏
編
『
天

下
統
一
と
朝
鮮
侵
略
』
吉
川
弘
文
館
平
15

(
8
)
発
掘
調
査
報
告
に
鎮
西
町
文
化
財
調
査
報
告
書
『
特
別
史
跡
松

浦
鎮
信
陣
跡
細
川
忠
興
陣
跡
』
鎮
西
町
教
育
委
員
会
平
1
0
が

あ
る
。
な
お
名
護
屋
城
跡
に
は
佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館
が

あ
り
、
同
館
の
図
録
『
秀
吉
と
文
禄
・
慶
長
の
役
』
平
1
9
は
写

真
が
豊
富
で
わ
か
り
や
す
い
。
ま
た
高
瀬
哲
郎
氏
『
名
護
屋
城
跡
』

同

成

社

平

20
も
初
め
て
名
護
屋
城
を
尋
ね
る
人
に
勧
め
た
い

書
物
で
あ
る
。

(
9
)
梅
北
一
揆
．
歳
久
誅
伐
、
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る
幽
斎
の
「
薩
摩
仕

置
」
に
つ
い
て
は
次
の
論
文
や
著
書
を
参
考
に
し
た
。
感
謝
す

る
次
第
で
あ
る
。

稲
本
紀
昭
氏
「
豊
臣
政
権
と
島
津
氏
」
「
赤
松
秀
俊
教
授
退
官

記
念
国
史
論
集
』
昭
47

（
福
島
金
治
氏
編
「
戦
国
大
名
論
集
17

島
津
氏
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
昭
58
再
収
）
、
桑
波
田
興
氏
「
薩

藩
の
太
閤
検
地
に
関
連
し
て
」
『
鹿
児
島
中
世
史
研
究
会
報
』

33
昭
4
9
.
1
1
（
福
島
氏
編
『
戦
国
大
名
論
集
17
島
津
氏
の
研
究
』

同
右
再
収
）
、
桑
波
田
興
氏
「
薩
摩
藩
の
太
閤
検
地
に
つ
い
て
」
『
鹿
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児
島
中
世
史
研
究
会
報
』

34
昭
5
0
.
4
（
福
島
氏
編
『
戦
国
大

名
論
集

17
島
津
氏
の
研
究
』
同
右
再
収
）
、
紙
屋
敦
之
氏
「
梅

北
一
揆
の
歴
史
的
意
義
ー
朝
鮮
出
兵
時
に
お
け
る
五
合
皿
ー
」
日
本
史

研
究
57
昭
5
0
.
9
（
福
島
氏
編
『
戦
国
大
名
論
集
17
島
津
氏
の

研
究
』
同
右
再
収
）
、
福
島
氏
編
『
戦
国
大
名
論
集
17
島
津
氏

の
研
究
』
「
解
題
」
同
右
、
山
本
博
文
氏
『
幕
藩
制
の
成
立
と
近

世
の
国
政
』
校
倉
書
房
平
2
、
中
野
等
氏
『
豊
臣
政
権
の
対
外

侵
略
と
太
閤
検
地
』
校
倉
書
房
平
8
、
山
本
博
文
氏
『
島
津

義
弘
の
賭
け
』
中
公
文
庫
平
13
、
中
野
等
氏
『
秀
吉
の
軍
令

と
大
陸
侵
攻
」
吉
川
弘
文
館
平
18
、
中
野
等
氏
『
文
禄
・
慶
長

の
役
』
吉
川
弘
文
館
平
20

(10)

『
三
国
名
勝
図
会
』
日
本
名
所
風
俗
図
会
1
5
角
川
書
店
昭
58
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